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　　赤々と 天を焦がして どんど焼
第45回　八坂かるた・もちつき大会
　１月11日、八坂小中学校そよかぜ校舎（前期課程校舎）で、
八坂かるた・もちつき大会が開催されました。
　午前中はもちつきを、午後は八坂郷土かるたと大町民話かる
たを使ってかるた大会を行いました。
　赤々と～と読まれて続きが分かるあなた、ひょっとして八坂
の人ですね？（関連記事は８ページ）

あ

あ

主な内容
❷　ひとが輝くまちづくり事業
　花づくり活動事業　募集
❹　自転車用ヘルメット購入費補助金
❻　確定申告相談会
�　各種検診（健診）
�　大町病院人間ドック
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「ひとが輝くまちづくり事業」
「花づくり活動事業」募集

令和７年度

　市では市民の皆さんの参画と協働によるまちづくりを推進するため、
市民活動団体や自治会が行うまちづくり事業や花づくり活動事業を支
援します。大町を元気にしたい！ 居心地の良いまちづくりをしたい！ 
そんな思いを、この補助金を活用して実現してみませんか。

●ひとが輝くまちづくり事業・花づくり活動事業　共通事項
■事前相談　２月３日（月）から事前相談を受け付けます。地域創生活動の申し込みは、事業内容を事前に確認す

る必要があるため、必ず事前に市民活動サポートセンターへ相談してください。
■申し込み　２月25日（火）～３月14日（金）に、審査申込書に必要事項を記入の上、直接、市民活動サポートセンター

へ。募集要領と審査申込書は、市民活動サポートセンターにあります。市ホームページからも入手できます。

■その他　ひとが輝くまちづくり事業・花づくり活動事業の実施は、市議会３月定例会で令和７年度予算が認め
られ正式決定になります。

●ひとが輝くまちづくり事業

対象事業 補助
限度額 審査方法 補助

回数 事業内容

伝統文化の継承事業　※１
地域の伝統文化を保存、継承するための活動

50万円 公開審査会 1
笛・太鼓の備品整備、
映像記録の制作、講師
謝礼など

ま
ち
づ
く
り
事
業

はじめようまちづくり活動
身近な地域課題、新たにまちづくりにチャ
レンジする活動（新規事業が対象）

20万円 まちづくり
委員会 1

新たに何か始めてみよ
うという活動

（５万円、10万円など
少額の補助も可）

ひろげようまちづくり活動　※２
地域の課題や市民のニーズに沿った公益
的な活動

150万円 公開審査会 3 知恵と工夫により地域
を元気にする活動

地域創生活動　※３
市が提案するテーマに行政と一緒に取り
組む活動

50万円 公開審査会 3 次ページ「地域創生活
動のテーマ」参照

活動継続支援事業　※４
これまでに補助を受けた事業に対し、事業継続
に必要な経費を支援する事業

20万円 まちづくり
委員会 2

補助を受けて購入した
備品の修繕、活動を広
げるための広告宣伝、
講師謝礼など

※１　きらり輝く協働のまちづくり事業（旧事業）で補助を受けた団体も申請できます。
※２　旧事業の申請回数が終了していない事業は、残りの回数を申請できます。
　　（旧事業で３回補助を受けた団体は申請できません）
※３　旧事業および当該まちづくり事業の各活動の補助を受けた団体でも、市が提案するテーマなどに沿って
　　　いれば申請できます。
※４　補助活用後、３年以上の活動実績がある団体が対象です。

まずはご相談ください
　希望団体には、事業の詳細や申
し込み内容・方法などをご説明し
ますので、お気軽にお問い合わせ
ください。事前にご連絡いただけ
れば夜間でも対応します。

■問い合わせ　市民活動サポートセンター　℡□市内線830・831

　　大町市　ひとが輝くまちづくり事業　補助金 検索
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まち・ひと・しごと創生総合戦略にある具体的施策のテーマに沿った活動

例　 ▽郷土愛を醸成させるため、自分たちのまちの成り立ちや地域の宝を再認識する活動
　　 ▽交流人口を増やすため、地域資源を活用した観光地づくりを情報発信する活動
　　 ▽山岳文化都市の魅力を情報発信する活動
　　 ▽市民の健康づくりと交流の場を設け、地域活性化と医療費削減につなげる活動

※上記はあくまで一例であり、詳しくは「第２期大町市まち・ひと・しごと創生総合戦略」をご確認ください。

ＳＤＧｓ共創パートナーシップにより育む
「水が生まれる信濃おおまち」サステナブル・タウン構想に沿った活動

　市民を主体とした産学官金連携により、人口減少を克服する上で、サステナブル・タウン「水が生まれる信濃お
おまち」を実現するため、経済・社会・環境の三側面でのさまざまな取り組みにより地域の課題を解決する活動に
対して補助します。

例　<経済面の取り組み>　 ▽「水」を活用した体験スポットなどの着地型観光コンテンツづくり
　			   　　 ▽農業×商業×観光業などを掛け合わせた新たな地域ブランドの開発活動
　　<社会面の取り組み>　 ▽お試し暮らし体験や婚活支援事業
　			   　　 ▽ＡＩ、ＩｏＴを活用した自動トラクターなどによるスマート農業の実証事業
　　<環境面の取り組み>　 ▽森林や生態系の保全活動
　			   　　 ▽バイオマスエネルギーの有効活用　

※上記はあくまで一例であり、詳しくは「大町市ＳＤＧｓ未来都市計画」をご確認ください。

大町市緑の基本計画における緑化重点地区内の都市公園、ポケットパークなどを活用した
花壇づくりなどのまちなかの緑化によるおもてなし

　「大町市緑の基本計画」で緑化重点地域と位置付ける中心市街地の緑化を促進し、住民にとって居心地のよい空
間を創出するとともに、大町市を訪れるお客様に魅力ある緑地を見ていただき、市内を回遊するきっかけづくり
と中心市街地のにぎわい創出となるような緑化整備活動に対して補助します。

例　 ▽駅前広場公園、ポケットパークなどの花壇づくりや維持管理など
　　 ▽ポケットパークなどをはじめとした、まちなかの緑地植栽計画の提案など

令和７年度の地域創生活動のテーマ

●花づくり活動事業

対象事業 補助限度額 事業内容

花づくり活動事業　
多くの市民参画と協働による花づくり活動

20万円
花づくりを通じて、環境美化や住民の親睦
を図る活動など

テーマ

テーマ1

テーマ2

特定

特定

全体
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令
和
７
年
度 
長
野
県
民
交
通
災
害
共
済 

申
し
込
み
開
始

令和５年度
県民交通災害共済組合決算状況など 　

交
通
事
故
は
自
分
や
家
族
に
突

然
ふ
り
か
か
っ
て
き
ま
す
。
交
通

災
害
共
済
は
県
内
15
市
が
共
同
で

行
っ
て
い
る
事
業
で
、
会
員
が
万
一

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
に
見
舞

金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
皆
さ

ん
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。
見
舞

金
は
、
実
入
院
・
実
通
院
合
わ
せ
て

２
日
以
上
で
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
人　
４
月
１
日
以

降
に
市
内
に
お
住
ま
い
の
人

※
被
扶
養
者
で
、
就
学
の
た
め
市

■
対
象
者　

▽
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

で
現
に
居
住
し
て
い
る
人

▽
令
和
７
年
３
月
31
日
時
点

で
、
満
16
歳
～
18
歳
の
人
、

ま
た
は
満
65
歳
以
上
の
人

▽
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

人※
対
象
者
が
未
成
年
の
場
合

は
、
保
護
者
が
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
人

■
補
助
金
額

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
用

の
２
分
の
１
以
内（
上
限
２

０
０
０
円
）

※
対
象
者
１
人
に
つ
き
ヘ
ル

メ
ッ
ト
１
個
か
つ
１
回
限
り

■
対
象
と
な
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
な
ど
の
安
全
基

準
を
満
た
す
も
の

※
個
人
間
の
取
引
で
購
入
し

た
も
の
は
対
象
外

■
申
請
方
法

▽
窓
口
申
請　
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
添
付

書
類
を
添
え
て
市
民
課
消
費

生
活
・
交
通
安
全
係
へ
。

▽
電
子
申
請　
な
が
の
電
子

申
請
か
ら
申
請
。

■
申
請
期
限　

２
月
28
日

（
金
）

外
に
お
住
ま
い
の
人
も
加
入
で
き

ま
す
。

■
会
員
の
期
間　
４
月
１
日
～
令

和
８
年
３
月
31
日

※
年
度
途
中
の
加
入
の
場
合
は
、

会
費
を
納
入
し
た
翌
日
か
ら
期
間

末
日
ま
で

■
会
費　
４
０
０
円
／
人

■
申
し
込
み　
自
治
会
長
を
通
じ

て
加
入
す
る
か
、
市
民
課
消
費
生

活
・
交
通
安
全
係（
市
役
所
本
庁

舎
１
階
４
番
窓
口
）ま
た
は
市
八

坂
支
所
・
市
美
麻
支
所
へ
。

※
中
学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
は
、

市
の
公
費
負
担
で
全
員
が
加
入
し

ま
す
の
で
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

■
そ
の
他　
見
舞
金
の
申
請
は
事

故
日
か
ら
２
年
以
内
で
す
。
申
請

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係

℡
□市
内
線
４
６
３
・
４
６
４

▽
市
八
坂
支
所
民
生
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

▽
市
美
麻
支
所
民
生
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

■見舞金支払い状況　　  
※端数処理をしています。

県全体 大町市
会 員 数 554,770人 16,453人
会費収入 1億8,381万700円 583万8,700円
見
舞
金

件数 1,538件 38件
金額 9,758万7,500円 248万5,000円

自転車用ヘルメット
購入費補助金を
　ご活用ください！

　
市
で
は
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
を
促
進
し
、
交
通
事

故
や
転
倒
時
の
頭
部
へ
の
被
害

軽
減
を
図
る
た
め
、
自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

繰入金
274万1千円
0.7％

諸収入
5万9千円
0.0％

財産収入
274万1千円
0.7%

会費
1億8,381万1千円

45.9％
繰越金

2億1,092万円8千円
52.7%

会費
1億8,381万1千円

45.9％

歳入
4億3万円

繰越金
2億1,092万円8千円

52.7% 財産収入
249万1千円
0.6%

議会費
14万6千円
0.1％

歳出
1億7,577万円

交通災害共済費　1億7,313万3千円　98.5%交通災害共済費　1億7,313万3千円　98.5%

諸支出金
249万1千円
1.4%

ながの電子申請

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡□市内線463・464
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　照明ＬＥＤ化工事に伴い、大町図書館は、
次の期間休館します。また、工事の影響によ
り２月５日（水）〜12日（水）は図書館２階が利
用できません。ご迷惑をおかけしますが、ご
理解とご協力をよろしくお願いします。

■休館期間　２月13日（木）～３月７日（金）

図
書
館
臨
時
返
却
窓
口

　
休
館
に
伴
い
、
市
文
化
財
セ

ン
タ
ー
に
本
の
臨
時
返
却
窓
口

を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
少
数

で
す
が
、
返
却
さ
れ
て
き
た
本

や
新
刊
図
書
の
貸
し
出
し
を
行

い
ま
す
。
学
習
ス
ペ
ー
ス
も
設

け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
開
設
日　
２
月
22
日（
土
）～

３
月
２
日（
日
）

▽
休
館
日　
２
月
24
日（
月
）

■
開
館
時
間

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
場
所　
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
大
町
４
７
０
０
、
大
町
図
書

館
北
）

■
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

▽
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
の
返
却

▽
返
却
さ
れ
て
き
た
本
や
一
部

の
新
刊
図
書
の
貸
し
出
し（
貸

出
冊
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
）

▽
学
習
室
の
利
用

■
問
い
合
わ
せ　
大
町
図
書
館

℡
・
有
線
２
１
・
１
６
１
６

■コンビニで取得できる証明書・手数料

証明書
手数料

コンビニ交付
（窓口交付）

取得可能な
証明書の範囲 取得できない証明書
本人 同一

世帯員

住民票の写し 200円
（300円） 〇 〇 ▽転出した人、亡くなった人の住民票（除票）

▽マイナンバー・住民票コード入りのもの

印鑑登録証明書 200円
（300円） 〇 × ▽大町市で印鑑登録をしていない人のもの

戸籍（全部・個人）
事項証明書

350円
（450円）

〇 〇
※

▽大町市に本籍のない人のもの
▽別の戸籍の人のもの

※同一世帯員でも戸籍が違う場合には取得できません。戸籍の附表の写し 200円
（300円）

所得・課税・扶養
証明書

（最新年度のみ）
200円

（300円） 〇 ×

▽本人以外のもの

▽大町市に課税情報がない人のもの

▽前年中の所得を申告する必要があるが、未申告の人のもの

▽被扶養者などで申告のない人のもの

新たに取得できる証明書

▽所得・課税・扶養証明書
　１月１日から12月31日までの１年間の所得とその所得などに基づいて算定した市民税・県民税の課税額、扶
養の人数などをひとまとめにした証明書です。
※コンビニ交付では最新年度のみ発行可能です。
※過年度分の証明書と、申告をしていない人の証明書は窓口での交付となります。
■利用時間　午前６時30分～午後11時（メンテナンス時を除く）
■利用できる店舗　セブンイレブン、ファミリーマート、ローソンなど
　　　　　　　　　※マルチコピー機（キオスク端末）が設置されている全国の店舗で利用できます。
　　　　　　　　　※手数料の減免や返金はできません。

　１月６日（月）からコンビニでの証明書交付で税証明「所得・課税・扶養証明書」が発行できるようになりました。
　コンビニ交付の利用には、証明書取得時に大町市に住民登録があることと、利用者証明用電子証明（４桁の暗証
番号）を搭載したマイナンバーカードが必要です。
　この機会にマイナンバーカードを取得し、便利なコンビニ交付をご活用ください。
■問い合わせ　 ▽税証明に関すること　税務課税務係　℡□市内線443・444・448
　　　　　　　 ▽それ以外の証明・マイナンバーカードのこと　市民課市民・戸籍係　℡□市内線425・426・755

証明書はコンビニ交付が便利でお得です！

　
大
町
図
書
館
休
館

お
知
ら
せ
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大町・平・常盤・社地区

八坂地区

美麻地区

　市では市役所などで個人住民税・所得税の申告相談を受け付けます。
■問い合わせ　 ▽税務課税務係　℡□市内線443・444・448
　　　　　　　 ▽市八坂支所総務係　℡26-2001　 ▽市美麻支所総務係　℡29-2311

※対象地区は目安です。

①必ずご持参いただきたいもの

▽本人確認のための身分証明書　　　　 ▽本人名義の金融機関口座番号がわかる物（口座が未登録の場合）

▽マイナンバー確認書類（本人・被扶養者のマイナンバーカードまたはマイナンバー通知書）

▽税務署から送られてきた書類（確定申告のお知らせのはがき・通知、プレプリントされた確定申告書など）

期日 対象地区 会場
２月17日 月 上一、上一住宅

常盤公民館
２月18日 火 清水、松原団地
２月19日 水 下一、須沼、泉
２月20日 木 西山、西山住宅、南住宅
２月21日 金 山下、閏田、曽根原、宮本 社公民館
２月25日 火 西原、借馬、借馬団地、野口、秋葉林、花見

平公民館２月26日 水 新郷、二ツ屋、中花見、源汲、鹿島、上原、日向山、高瀬入、温泉郷、
高瀬分譲地

２月27日 木 加蔵、簗場、青木、中綱、海の口、稲尾、山崎、森、外堀、木崎、白樺、
仁科郷、塩ノ原

２月28日 金 館ノ内、社団地、松崎

市役所
東庁舎
２階

東大会議室

３月 ３日 月 三日町、北山田町、山田町、白塩町、下白塩町、東町
３月 ４日 火 俵町
３月 ５日 水 大黒町、不二塚町、相生町
３月 ６日 木 九日町、六九町、上仲町、下仲町、八日町、幸町、和町、五日町、名店街
３月 ７日 金 神栄町、旭町、光明町、日の出町
３月10日 月 仁科町、南原町、高見町、堀六日町
３月11日 火 中原町、東中原町、若原町、大原２号団地、栄町
３月12日 水 大原町、宮田町、高根町
３月13日 木 北原町、十日町、桜田町
３月14日 金 大新田町、昭電アパート、若宮町、東若宮町、西若宮町
３月17日 月 上記の期間で相談できない人

■時間　 ▽受付　午前８時30分～午後４時
　　　　　※午前の部の目安は午前11時までの受付分です。混雑状況により、受付を早めに締め切り午後の部
　　　　　　に回っていただく場合があります。
　　　　 ▽相談　午前の部：午前９時～
　　　　　　　　午後の部：午後１時～

期日 対象地区 会場
２月28日 金 野平、舟場

市八坂支所
３月 ３日 月 大平、石原
３月 ４日 火 切久保、中央

３月 ５日 水 上記の期間で
相談できない人

■時間　午前９時～午後４時

期日 対象地区 会場

３月 ６日 木
千見、青具（花尾、
万中、片岡、矢久、
一宇田）

市美麻支所３月 ７日 金

青具（藤、池の平、
矢地由久保、米山、
日向、塩の川、
石原、袖、峠、川手、
旭団地）、大塩

３月10日 月 二重、新行

３月11日 火 上記の期間で
相談できない人

■時間　午前９時～午後４時

住民税・所得税の申告相談会
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②収入の種類に応じてご持参いただくもの

給与や公的年金を
受給している人 ・給与、年金の源泉徴収票

事業収入（農業、営業、
不動産など）のある人

・収支内訳書とその関係書類
・通帳など収入状況、領収書など支出状況がわかるもの

配当所得のある人 ・配当計算書
地方公共団体などに
資産を譲渡した人

・公共事業資産買い取り等の申出証明書および不動産などの譲受の対価の支払証明書
（国、県または市町村で発行）

その他収入に応じて ・賃金や報酬の支払調書
・個人年金や一時所得に該当する保険金などに関する書類

③控除の種類に応じてご持参いただくもの

生命保険料控除
地震保険料控除
社会保険料控除

・保険会社などから送付される各種控除証明書、支払証明書
・国民健康保険税、介護保険料、国民年金保険料などの支払証明書または領収書

障害者控除 ・障害者手帳などの障害等級がわかる書類

医療費控除

・医療費控除の明細書（「医療を受けた人」「病院、薬局など」ごとに集計）および生命保
険や高額療養費などで補てんされた額のわかる書類
※領収書および医療費通知書の提出は不要

・医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）を受ける人は、対象の明細書およ
び健康の保持促進、疾病の予防の取り組みがわかる書類　　※領収書の提出は不要

住宅借入金特別控除
（控除２年目以降）

・税務署が発行する「住宅借入金等特別控除申告書」
・借入金の年末残高証明書

寄付金控除 ・寄付した団体などから交付された寄付金の証明書、受領書など
※ふるさとワンストップ特例の申請をしている人も、証明書を持参してください。

注意事項

▽申告などの税務相談は会場でのみ受け付けます。市役所税務課窓口では申告書作成はできません。

▽午前中の早い時間帯は大変混雑し、長時間お待ちいただく場合があります。状況により、受付を早めに締め切
る場合があります。

▽「個人住民税のしおり」の各戸配布は行いません。市ホームページをご覧ください。

▽申告書の提出は、午後５時まで受け付けます。

　次の人は税務署で申告を　

▽青色申告の人　　 ▽初めて住宅借入金等特別控除を受ける人　　 ▽雑損控除を受ける人

▽ＦＸ（外国為替証拠金取引）、暗号資産などの所得があった人　　 ▽住宅耐震改修特別控除を受ける人

▽土地、建物、株式、先物取引、山林、ゴルフ場会員権などの譲渡により生じる所得があった人
※市で判断が難しい場合は、税務署で申告していただくようご案内することがありますので、ご了承ください。

　大町税務署の確定申告会場 （所得税・個人消費税・贈与税）　
■期間　２月17日（月）～３月17日（月）　※土・日曜日、祝日を除く
■時間　 ▽受付　午前８時30分～午後４時（入場整理券配布終了まで）

　 　 　 　 ▽相談　午前９時～　※土地などの譲渡所得、贈与税の相談は午前中にお越しください。
■会場　大町税務署　１階　会議室　
■入場について　税務署会場への入場には、当日配布または国税庁LINE公式アカウン

トから事前に取得した入場整理券が必要です。
■その他　確定申告会場では、基本的にスマホで申告書を作成しますので、スマホを

お持ちの人はご持参ください。マイナンバーカードを利用して申告する場合は
パスワード（数字４桁と英数字６～16字）が分かるようにしてお越しください。

■問い合わせ　大町税務署　℡22-0410（自動音声でご案内します） 国税庁
LINE公式アカウント
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー

ときめきマイ・シティー

　
今
年
の
正
月
は
、
昨
年
12
月
の
早

め
の
降
雪
が
根
雪
と
な
り
、
雪
景
色

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
気
温
も

下
が
り
、
年
明
け
早
々
に
は
、
氷
点

下
11
・
７
度
ま
で
下
が
り
ま
し
た
が
、

一
転
し
て
２
日
後
に
は
雨
降
り
に
な

る
な
ど
、
気
温
が
乱
高
下
す
る
荒
れ

た
天
気
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
気
象
状
況
は
、
日
本
周
辺
に

低
温
を
も
た
ら
す
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象

が
発
生
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
さ
ら

に「
負
の
北
極
振
動
」に
よ
り
偏
西
風

の
蛇
行
が
大
き
く
な
り
、
日
本
に
流

れ
込
む
シ
ベ
リ
ア
の
寒
気
が
水
温
の

高
い
日
本
海
か
ら
大
量
の
水
蒸
気
を

吸
い
込
み
、
列
島
に
大
雪
を
も
た
ら

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
聞
で
は
昨
年
の
日
本
の

平
均
気
温
が
、
平
年
値（
令
和
２
年

ま
で
の
30
年
間
の
平
均
値
）を
１
・

48
度
も
上
回
り
、
約
１
３
０
年
前
の

統
計
開
始
以
降
で
最
も
高
く
な
っ
た

こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
の

平
均
気
温
は
、
長
期
的
に
は
１
０
０

年
当
た
り
１
・
40
度
の
ペ
ー
ス
で
上

昇
し
て
い
る
と
い
い
、
こ
れ
さ
え
も

超
え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
令
和
４
年
３
月
に「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を
行
い
、

地
球
規
模
の
気
候
変
動
に
対
し
、
市

や
市
民
、
事
業
者
が
一
体
と
な
り
、

小
水
力
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
再
生
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と
、
循
環
型
社

会
の
形
成
を
目
指
す
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
省
資
源
、
省
エ
ネ
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
美
し
く

豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、
未
来

を
託
す
世
代
に
持
続
可
能
な
地
域
を

引
き
継
ぐ
た
め
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
削
減
に
努
め
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
達
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
連
で
も
、
気
候
変
動
を

抑
え
る
国
際
間
の
枠
組
み
と
し
て
、

２
０
１
５
年
の
パ
リ
協
定
に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
に
つ
な
が
る
汚
染
物
質

を
削
減
し
、
気
温
の
上
昇
を
抑
え
る

よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
、
気
候
変
動

枠
組
条
約
加
盟
国
１
９
６
カ
国
共
通

の
目
標
と
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
先
月
20
日
に
就
任
し
た
米

国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
残
念
な

こ
と
に
パ
リ
協
定
か
ら
再
び
脱
退
す

る
こ
と
を
表
明
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
国
際
的
な
気
候
変
動
対
策
の
取

り
組
み
が
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
が

心
配
で
す
。

　
身
近
な
地
域
の
気
象
と
と
も
に
、

急
速
に
温
暖
化
が
進
む
地
球
全
体
の

気
候
変
動
に
も
、
深
い
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
１
月
１
日
、
毎
年
恒
例
の
社
地

区
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
の
天
候
は
快
晴
に
恵

ま
れ
ま
し
た
が
、
積
雪
と
凍
結
の

影
響
で
コ
ー
ス
の
一
部
を
短
縮
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
村
教
育
長
は「
34
回
続
い
た

こ
と
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
、
滑
ら

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
楽
し
ん

で
走
っ
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
中
村
教
育
長
の
号
砲
で

エ
ン
ト
リ
ー
し

た
約
80
人
が
ス

タ
ー
ト
し
、
新

年
の
始
ま
り
に

爽
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　
全
参
加
者
の

中
で
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
し
た
髙

橋
朱
里
さ
ん
は

「
メ
ダ
ル
が
も

ら
え
て
う
れ
し

い
。
今
年
は
高

校
受
験
も
あ
る
の
で
頑
張
り
た
い
」と
感
想
と
１

年
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
１
月
11
日
、
八
坂
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会

主
催
の
、八
坂
か
る
た
・
も
ち
つ
き
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
地
区
内
の
保
育
園
児
、
小
学

生
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
ま
き
で
炊
い
た
餅
米
を
昔
な
が
ら
の

木
の
臼
で
餅
を
つ
き
、
自
分
た
ち
で
つ
い
た
お
餅

を
ほ
お
ば
り
ま
し
た
。

　
午
後
は「
八
坂
郷
土
か
る
た
」と「
大
町
民
話
か
る

た
」を
使
っ
て
か
る
た
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
八
坂
郷
土
か
る
た
の
版
画
は
、
昭
和
54
年
ご
ろ
八

坂
中
学
校
の
１
・
２
年
の
生
徒
が
中
心
と
な
り
制
作

さ
れ
た
よ
う
で
す
。
旧
八
坂
村
教
育
委
員
会
に
よ
り

村
内
外
に
販
売
募
集
を
か
け
、
大
半
の
地
区
内
の
世

帯
は
購
入
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
こ
の

大
会
も
伝
統
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

少
し
前
に
は
か
る
た
の
全
句
を
校

長
先
生
の
前
で
暗
唱
す
る
テ
ス
ト

も
あ
っ
た
と
か
…
。

　
小
学
校
５
・
６
年
の
部
で
優
勝

し
た
谷
林
花
梨
さ
ん
は「
久
し
ぶ
り

に
み
ん
な
と
か
る
た
を
や
っ
て
楽

し
か
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【第173回】
気象の変化と
気候変動

大町市長
牛越 徹

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

第
34
回
社
地
区

　
　
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

第
45
回
八
坂
か
る
た
・
も
ち
つ
き
大
会
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自
衛
官
募
集
の
募
集
対
象
者
情
報
提
供
の

　
　
　
　
　
除
外
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
市
で
は
、
自
衛
隊
法
第
97
条
で

定
め
ら
れ
た
地
方
自
治
体
の
法
定

受
託
事
務
で
あ
る「
自
衛
官
等
募

集
事
務
」と
し
て
、
自
衛
官
募
集

情
報
の
広
報
紙
へ
の
掲
載
や
、
募

集
対
象
者
の
情
報
提
供
の
協
力
を

し
て
い
ま
す
。

　
自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
は
、
募

集
対
象
者
へ
募
集
案
内
を
送
付
す

る
た
め
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
年
度

に
18
歳
と
22
歳
に
な
る
人
の
情
報

（
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、性
別
）

が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
情
報
提
供
を
望
ま
な
い
人

は
、
本
人
ま
た
は
保
護
者
な
ど
が

除
外
申
請
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
衛
隊
へ
提
供
す
る
募
集
対

象
者
情
報
か
ら
除
外
し
ま
す
。

■
対
象
者　
市
に
住
民
登
録
が
あ

る
人
の
う
ち
、
令
和
７
年
度
に

▽
18
歳
に
な
る
人（
平
成
19
年
４

月
２
日
～
平
成
20
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）

▽
22
歳
に
な
る
人（
平
成
15
年
４

月
２
日
～
平
成
16
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）

※
対
象
年
齢
に
到
達
す
る
前
の
事

　
市
で
は
、
35
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

大
腸
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大

腸
が
ん
検
診
を
申
し
込
ん
だ
人
に
は
黄

色
の
受
診
券
、
検
便
容
器
な
ど
を
郵
送

し
て
あ
り
ま
す
が
、
申
込
者
の
約
４
割

が
未
受
診
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
手
元

に
検
便
容
器
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
期
間

内
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
点

▽
送
付
し
た
検
便
容
器
は
個
人

を
特
定
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
た
め
、
申
込
者
以
外
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

▽
検
便
容
器
は
保
存
状
態
や
有

効
期
限
の
観
点
か
ら
再
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

※
未
使
用
の
も
の
で
も
返
却
不

要
で
す
。

提
出
方
法

■
持
ち
物　

▽
受
診
券（
黄
色
）

▽
問
診
票（
４
枚
複
写
）

▽
検
診
料
金（
６
０
０
円
）

▽
大
腸
が
ん
検
便
容
器

■
提
出
先　
市
立
大
町
総
合
病

院
健
診
セ
ン
タ
ー

℡
８
５
・
２
２
３
４

▽
受
付
時
間

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

問
い
合
わ
せ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
４
４
０
０

前
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
対
象
年
齢
に
到
達
す
る
た
び
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
が
で
き
る
人

▽
対
象
者
本
人

▽
対
象
者
の
法
定
代
理
人（
親
権

者
、
後
見
人
）

▽
対
象
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
代

理
人

■
必
要
書
類　
申
請
書
、
本
人
確

認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

旅
券
、運
転
免
許
証
、学
生
証
な
ど
）

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法

▽
窓
口
申
請　
平
日
の
み

▽
郵
送
申
請　
期
間
内
必
着

▽
電
子
申
請

対
象
者
本
人
の

み
申
請
可
能
。

■
申
請
期
間

２
月
１
日（
土
）～
４
月
15
日（
火
）

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
８

−

８
６
０
１

大
町
市
役
所
庶
務
課
行
政
管
理
・

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
係

℡
□市
内
線
５
１
１

大
腸
が
ん
検
診

　

 
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！

大町市
キャラクター
おおまぴょん

未
受
診
者

容器をお持ちの人は

３月７日（金）までに
  提出をお願いします！

約

４
割

受
診
者

市ホームページ
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市の検診（健診）は助成があってお得です。
例）国保特定健診は、１万円相当の検査費用が０円！
　　大腸がん検診は、2,000円相当の検査費用が自己負担600円！（70％OFF）

各種検診（健診）の申し込み
申し込みは２月28日（金）まで

　希望調査書は、２月上旬に世帯全員分を世帯主宛
てに送付します。個人ごとにはお送りしません。
　申し込み方法や検診（健診）内容など、詳しくは同
封のパンフレットをご覧ください。人間ドックや職
場健診を予定している人、病院で定期的に血液検査
を受けている人など、市の検診（健診）を申し込まな
い人も理由を記入の上、必ず提出してください。

健診＝病気・重症化を防ぐ第一歩
　特定健診は、生活習慣病を予防するための健診で
す。
　生活習慣病は症状がないことが多く、気づいた時
には重症化している可能性が高くなります。突然起
こったように見える脳梗塞や心筋梗塞も、多くは健
診結果に予兆があります。
■生活習慣病の発症と重症化

生活習慣 食生活／運動不足
飲酒／ストレスなど

予備軍 肥満／高血糖
高血圧／脂質異常

生活習慣病 肥満症／糖尿病
高血圧症／脂質異常症

重症化
心筋梗塞・狭心症
脳出血・脳梗塞
人工透析／網膜症による失明

介護・死亡 要介護／寝たきり／死亡など

　症状がない時から健診を受け、目に見えない体の変
化に早く気づくことが予防の第一歩です。
　自動車に車検があるように、人間も１年に１度は身
体の点検（健康診査・がん検診）をし、早めのメンテナ
ンスをしましょう。

■問い合わせ
　中央保健センター　℡・有線23-4400

人間ドックの助成
　市は、国民健康保険・後期高齢者医療の加入者に、
人間ドック費用の一部を助成します【表１】。申請は、
年度ごと１人１回で、受診日から１年以内に申請す
る必要があります。

■申請方法
▽大町総合病院、あづみ病院の場合

　人間ドック助成券（割引券）を発行しますので、
受診前に予約内容の分かる書類、マイナ保険証ま
たは保険証（資格確認証）をお持ちの上、市民課国
保・年金係へ。

▽そのほかの医療機関の場合
　受診後に助成金を振り込みますので、人間ドッ
クの領収書と結果表、マイナ保険証または保険証

（資格確認証）、口座番号の分かる物をお持ちの上、
市民課国保・年金係へ。

【表１】大町市の人間ドック助成額

国民健康保険加入者 後期高齢者
医療加入者64歳以下 65歳以上

１泊
ドック 30,000円 20,000円 20,000円

日帰り
ドック 20,000円 20,000円 10,000円

脳ドック
（単独） 18,000円 ▽ 特定健診の検査項目を

含む場合に限る

脳ドック
（追加） 10,000円

▽特定健診の検査項目を含
まない簡易的な脳ドック

▽１泊または日帰りと同一
年度に受ける場合に限る

※脳ドックは、MRI検査とMRA検査を含むものに限
ります。

※通院型の２日ドックも１泊ドックの対象です。

■問い合わせ
　市民課国保・年金係　℡□市内線424

令和７年度各種検診（健診）申し込み
年に１度は健康診査・がん検診で変化をチェック！

予
防
に
は
こ
の
時
期
の

健
診
が
大
切
！
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予約できる人間ドック
■１日ドック　39,600円（税込み）
　がん・生活習慣病など、健康状態を総合的に
チェックできます。
■脳ドック　一度発症すると寝たきりや命の危険
性がある脳疾患。不規則な生活やストレスなど脳血
管障害のリスクを抱える人、脳卒中の家族歴のある
人にお勧めです。

▽人間ドック併用コース　24,750円（税込み）

▽脳ドック単独コース　　35,200円（税込み）

▽簡易脳ドックコース　　20,900円（税込み）
■２日ドック　現在受け付け中です。（１泊２日
コースは当院契約のホテルへご宿泊いただき、翌日
は午後２時ごろにはお帰りいただけます）

▽１泊２日コース　69,410円（税込み）

▽通院２日コース　58,410円（税込み）

　上記は全て基本コースの金額です。ご加入の健康
保険などにより健診内容、コースが異なります。

■事業所の皆さんへ

▽「協会けんぽ生活習慣病予防健診」の申し込みは、３月３日（月）から受け付けます。同時に協会けんぽの差額ドッ
クも受け付けます。

▽従業員の健康診断をお受けします。健診の内容などはお問い合わせください。
■その他　お使いの保険証により人間ドックの助成制度が異なります。詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ　大町総合病院健診センター　℡85-2234

安楽な
胃カメラ検査

　胃カメラ検査の苦痛や不安
を軽減するために、当院では
注射の麻酔を使用しての検査
を実施しています。麻酔を希
望される場合は、麻酔の注意
事項および副作用についての
十分なご理解と同意の上での
実施となります。

多彩な
オプション検査

　人間ドックのオプション検査を各種用
意しています。胸部ＣＴ検査や骨密度検
査などの生体検査、アレルギー検査や前
立腺がん検査などの血液検査、また女性
におすすめの子宮がん検査やマンモグラ
フィー検査などさまざまなオプション検
査が追加できます。ご希望される場合は、
１週間前までに予約をお願いします。

各種市がん
検診も一緒に

　令和７年度に受診対
象年齢となる各種市が
ん検診を、人間ドック
に追加して一緒に検査
することができます。
がん検診の受診券が届
きましたら、事前の予
約をお願いします。

人間ドック助成を利用すると…。
　前ページ【表１】の人間ドック助成制度を使った
一例です。

▽国民健康保険加入者が１日ドックと脳ドック
　併用コース………………… 実質負担額34,350円

▽後期高齢者医療加入者が１日ドックと脳ドック
併用コース………………… 実質負担額44,350円

▽いずれかの保険加入者が脳ドック単独コース
　……………………………… 実質負担額17,200円

予約受付時間のご案内
　人間ドックの予約（変更など）の申し込みは、平
日の午前11時～午後４時30分に、電話または直接、
大町総合病院健診センターへ。

令和７年度 大町総合病院人間ドック

予約受付開始  ２月20日（木）　午前11時

大町総合病院の人間ドック おすすめポイント！

❶ ❷ ❸
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生涯学習
総合体育館

山岳博物館

　市内体育施設の利用について調整を行います。
毎週決まった時間に体育施設を利用したい団体の
代表者は、書面調整様式を提出してください。様
式は市ホームページ「体育施設利用調整」からダウ
ンロードできるほか、総合体育館でも様式を配布
しています。なお、利用調整に参加できるのは、
スポーツ開放団体登録を済ませた団体のみです。
■提出期間　３月３日（月）～10日（月）
■提出先　Ｅメールでスポーツ課、または直接総

合体育館窓口へ。
■調整対象期間　５月～10月分

　長野県の自然環境保全について、研究成果を紹介するとともに、その現状と課題、保全に向けた取り
組みを、参加者の皆さんと共に考える講座を開催します。山岳博物館の取り組みについても講演します。
参加無料です。
■日時　２月８日（土）　午後１時～４時
■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室
■内容　（１）北アルプスのライチョウやその生息環境に関する講演５題
　　　　（２）講演内容に関する質問と回答
　　　　（３）ライチョウや高山帯調査、県の環境・衛生研究に関する展示
■定員　先着150人
■申し込み　電子申請から申し込み。
■問い合わせ　長野県環境保全研究所　℡026-239-1031

　毎月第３日曜日は「家庭の日」です。山岳博物館では「家庭の日」とその前日の土曜日、大町市民の入館
料が無料となります。その他の長野県民は入館料が割引となります。この機会にぜひご来館ください。
申し込み不要です。
■期日（２月）　２月15日（土）・16日（日）
■その他　来館時に受付で住所・氏名をご記入いただくか、住所が分かるものをご提示ください。
■問い合わせ　山岳博物館　℡・有線22-0211　FAX21-2133　Ｅメールsanpaku@city.omachi.nagano.jp

　市内体育施設を定期的に予約して利用する団体、
または市小中学校体育施設を利用する団体は「ス
ポーツ開放団体」の登録が必要です。
■登録できる団体の要件　

▽登録構成員が10人以上で、かつ市内にお住まい
の人（通勤・通学者を含む）が半数以上であること

▽他の団体と構成員が重複していないこと
■登録の申し込み　市ホームページ「スポーツ開
放団体登録について」を確認の上「登録申請書及び
名簿」をダウンロードして必要事項を
記入し、Ｅメールでスポーツ課、また
は直接、総合体育館窓口へ。様式は
総合体育館窓口でも配布しています。

体育施設定期利用者
令和７年第１回（前期）利用調整

山岳博物館・県環境保全研究所連携協定更新記念、大町市制施行70周年事業
令和６年度　長野県環境保全研究所「信州自然講座」

北アルプスのライチョウをとりまく“今”を知る

「家庭の日」に伴う入館無料・割引

スポーツ開放団体登録
（毎年更新制）

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線22-8855　Ｅメールsports@city.omachi.nagano.jp
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社公民館

常盤公民館

■日時
全３回

▽２月25日（火）

▽３月４日（火）

▽３月11日（火）
午前10時～正午

■日時
全３回

▽２月27日（木）

▽３月６日（木）

▽３月13日（木）
午前９時30分～
　　11時30分

■会場　社公民館　大展示室
■内容　スマートフォンの基本操作（電話の受け方・かけ方・Wi-Fi設定など）、便利

な機能（メール送受信・ウェブサイト検索・便利なアプリなど）、カメラの
使い方（写真・動画など）

■定員　先着10人
■講師　（一財）塩尻市振興公社ＫＡＤＯ大町テレワークセンター
■持ち物　筆記用具・スマートフォン（タブレット不可）
■申し込み　２月５日（水）～18日（火）に、電話または直接、社公民館へ。

■会場　常盤公民館　学習室１・２
■内容　 ▽LINEを中心とした基本操作から応用まで
　　　　 ▽参加者のスマホお悩み相談
■定員　先着15人
■講師　（一財）塩尻市振興公社ＫＡＤＯ大町テレワークセンター
■持ち物　筆記用具・スマートフォン（タブレット不可）
■申し込み　２月３日（月）～20日（木）に、電話または直接、常盤公民館へ。
■その他　シニア向けスマホを利用している人は、受講できない場合がありますの

でお問い合わせください。（アプリをダウンロードできない機種などが該当）

初心者のためのスマートフォン講座（基本編）
　テレワークのエキスパートを講師に迎え、スマートフォンの基本操作などを学びます。使い方で分から
ないことがあれば個別相談にも応じます。一緒に楽しく使い方を学びましょう！ 参加無料です。

初心者のためのスマートフォン講座（LINE編）
　テレワークのエキスパートを講師に迎え、LINEの基本操作から学べる講座を開催します。スマホを使
いこなせたら、家族や友達とすてきなコミュニケーションの輪が広がります。一緒に楽しく学びましょう！ 
参加無料です。

常盤囲碁・将棋・マージャン大会
　寒い季節、みんなで囲碁・将棋・マージャンを楽しんで頭の体操をしましょう。お気軽にご参加ください。
■日時　３月２日（日）　 ▽受付　午前８時30分～
■会場　常盤公民館
■種目　 ▽囲碁（一般の部、小・中学生の部）
　　　　 ▽ポン抜き（小学生以下）
　　　　 ▽将棋（一般の部、小・中学生の部）
　　　　 ▽マージャン
■参加資格　市内にお住まいの人、または市内公民館のサークルに登録のある人
■申し込み　２月20日（木）までに、電話または直接、常盤公民館へ。
■その他　お弁当の注文を受け付けます（自己負担650円、当日支払い）。申込時に申し出てください。

■問い合わせ　社公民館　℡・有線22-0378

■問い合わせ　常盤公民館　℡・有線22-0321
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生涯学習
常盤公民館

平公民館

　冬の運動不足解消に卓球やソフトバレーボールで体を動かしま
しょう。お気軽にご参加ください。

■日時　２月23日（日）　　 ▽受付　午前８時30分～
■会場　常盤公民館講堂、南小学校体育館

※受付と開会式は南小学校体育館で行います。
■種目　 ▽卓球　①小学生　②中学生　③一般　④ダブルス
　　　　 ▽ソフトバレーボール　４人制男女混合（小学生以下も参加できます）
■対象　市内にお住まいの人　　■持ち物　体育館シューズ、ラケット（卓球）
■申し込み　２月17日（月）までに、電話または直接、常盤公民館へ

　人気コーヒーショップ美麻珈琲から珈琲のいれ方を学びます。家庭でおいしい珈琲をいれて、ティー
タイムを楽しみましょう。
■日時　２月19日（水）　午後２時～３時30分
■会場　平公民館・女性未来館ピュア　料理講習室
■対象・定員　市内にお住まいか、通勤している人　先着５人
■費用　1,200円（お釣りの出ないようにお願いします）
■持ち物　エプロン
■申し込み　２月５日（水）～14日（金）に、電話または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

　高齢化が進む中で健やかに老後をどう生きるかを考え、地域福祉の在り方やよりよい社会の在り方を
考える機会として市民の集いを開催します。北部地域包括支援センターによる「もし家族に病人が出た
ときの支援や経費について」のお話のほか、本年度は柴田勲さん（池田町）による「懐かしの唄とアコー
ディオン演奏」も併せて開催します。申し込み不要、入場無料です。
■日時　３月１日（土）　午前10時～正午
■会場　平公民館・女性未来館ピュア　講堂

　日ごろから、常盤公民館で活動しているサークルなどの皆さんの作品や、活動内容を展示します。
大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。
■日時　２月15日（土）～21日（金）　午前８時30分～午後５時
　　　　（16日（月）は休館日、21日（金）は午後１時まで）
■会場　常盤公民館　ホール
■展示内容（予定）　書道、パソコン作品、押絵、手芸、詩、太極拳など

常盤卓球・ソフトバレーボール大会

家庭でできるおいしい珈琲のいれ方講座

平地区社会福祉協議会・日赤奉仕団平分団主催
「第49回豊かな老後のための平地区市民の集い」

サークル活動展示会

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線22-0694 ※託児あります（生後６カ月以上）
　事前にお申し込みください。

■問い合わせ　常盤公民館　℡・有線22-0321
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教育委員会関連募集

　文化会館が主催、共催する自主事業の運営をサポートしていただくホー
ルアシスタントを募集します。詳細については文化会館ホームページを
ご覧ください。

■応募資格　18歳以上の社会人
■登録期間　４月１日（火）または登録した日～令和８年３月31日（火）
■業務内容　フロントスタッフの業務（チケットもぎり、座席案内など）
■申し込み　２月23日（日）までに、文化会館窓口または文化会館ホームページで申込書を

入手し、必要事項を記入の上、ファクスまたは直接、文化会館へ。
■補償　必ずボランティア保険に加入していただきます。掛け金は文化会館で負担します。
■問い合わせ　文化会館　℡・有線22-9988　FAX22-9849

　各生涯学習施設の運営や事業について
意見や要望をいただく委員を募集します。

共通事項
■応募資格　市内にお住まいの18歳以

上の人
■任期　４月から２年間
■申し込み　２月21日（金）までに、応

募動機を任意の様式に800字
程度でまとめ、住所、氏名、年
齢、電話番号、希望する施設
を明記の上、直接、各施設へ。

公民館運営審議会などの委員
■大町公民館・文化会館（運営委員会）

▽募集人数　２人以内
■平・常盤・社・八坂・美麻の各公民館

▽募集人数　各公民館１人
図書館協議会委員

■募集人数　１人
問い合わせ

施設名 ℡
大町公民館・文化会館 22-9988
平公民館・女性未来館ピュア 22-0694
常盤公民館 22-0321
社公民館 22-0378
八坂公民館 26-2380
美麻公民館 29-2311
大町図書館 21-1616

　スポーツに熱意と関心があり、市のスポーツ推進のため
に活動いただける委員を公募します。
■募集人数　若干名
■委員の身分など

▽身分　市非常勤職員

▽任期　４月１日から２年間

▽報酬　年額58,500円（費用弁償の支給あり）
■職務・応募資格など

▽詳細はホームページをご確認ください。
■申し込み　２月３日（月）～28日（金）に応募用紙に必要事

項を記入し、メールまたは直接、総合体育館へ。

　市では、市のスポーツ推進に関する事項などについて調
査審議いただく委員を公募します。
■募集人数　若干名（委員総数は10人以内）
■任期　令和９年３月31日まで
■応募資格　（次のすべてに該当する人）

▽20歳以上の人

▽市のスポーツ推進について、関心がある学識経験者

▽年２～３回程度の会議に出席できる人
■申し込み　２月20日（木）までに、応募動機と市のスポー

ツ推進に対するあなたの考えを任意の様式に800
字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号を
記入し、メールまたは直接、総合体育館へ。

■問い合わせ　総合体育館

▽℡・有線22-8855

▽Ｅメール　sports＠city.omachi.nagano.jp

文化会館ホールアシスタント

生涯学習施設関連の委員 スポーツ推進委員

スポーツ推進審議会委員

文化会館
ホームページ
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募集募集

募集
日
以
内

■
問
い
合
わ
せ

美
麻
支
所
産
業
建
設
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

令
和
７
年
度

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学　
学
生

大
北
学
部　
一
般
コ
ー
ス

■
募
集
人
数　
40
人

■
受
講
期
間　
２
年
間

■
学
習
日
数　
年
間
15
日
程
度

※
５
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
月
１
～
２

日■
学
習
時
間　
１
日
４
時
間

※
お
お
む
ね
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
授
業
料　
１
万
２
０
０
０
円
／
年　

※
ほ
か
に
教
材
費
な
ど
が
必
要
で
す

■
会
場　
大
町
合
同
庁
舎　
講
堂
ほ
か

■
講
座
内
容

▽
地
域
づ
く
り
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
の
進

め
方
な
ど

▽
教
養
講
座

郷
土
の
歴
史
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
自

然
環
境
な
ど

※
信
濃
木
崎
夏
期
大
学
の
聴
講

▽
趣
味
・
健
康
・
交
流
講
座

創
作
実
技（
ク
ラ
ブ
活
動
ド
ロ
ー
ン
操

作
な
ど
）、
健
康
づ
く
り

長
野
学
部　
専
門
コ
ー
ス

■
募
集
人
数　
30
人（
全
県
対
象
）

■
受
講
期
間　
１
年
間

■
授
業
料　
２
万
６
０
０
０
円
／
年

※
そ
の
ほ
か
自
主
活
動
に
要
す
る
経
費

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象　
地
域
課
題
を
解
決
す
る
専
門

的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
実
践
者
と

し
て
活
動
し
よ
う
と
す
る
人

■
会
場　
長
野
市
内

共
通
事
項

■
入
学
資
格　
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の

県
内
在
住
者

■
願
書
の
配
布
場
所　

①
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
大
北
学
部
事
務

局（
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
）

②
福
祉
課
高
齢
者
・
包
括
支
援
係

■
申
し
込
み　
２
月
３
日（
月
）～
３
月

31
日（
月
）に
、
入
学
願
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
、
①
ま
た
は
②
の

窓
口
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

▽
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
社
会

係　
℡
２
３
・
６
５
０
７

▽
福
祉
課
高
齢
者
・
包
括
支
援
係

℡
□市
内
線
４
１
６

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅　

館
の
内（
社
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

明
野（
八
坂
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

３
月
３
日（
月
）か
ら
入
居
で
き
ま
す
。

※
Ｄ
Ｋ
＝
台
所
兼
食
事
室
、
Ｙ
＝
浴
槽

付
き
浴
室

■
入
居
の
条
件　
市
内
に
お
住
ま
い
か

通
勤
し
て
い
る
人（
明
野
は
除
く
）で
、

同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、
所
得
が
一
定

額
以
内
な
ど
の
基
準
に
合
う
人
。
犬
、

猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
で
す
。

■
申
し
込
み　
２
月
３
日（
月
）～
14
日

（
金
）に
、
直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係

へ
。
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、

決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
□市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

定
住
促
進
住
宅
入
居
者

　
市
で
は
、
定
住
促
進
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
次
の
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
す
る
住
宅

旭
団
地
＝
１
戸（
２
０
２
号
）

■
住
宅
の
概
要

▽
所
在
地　
大
町
市
美
麻
１
８
８
８
８

（
青
具
）

▽
建
設
年
度　
平
成
12
年
度

▽
構
造　

低
層
耐
火
構
造
２
階
建
て

（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

▽
建
設
延
べ
床
面
積　
約
74
㎡
（
約
22

坪
）

▽
設
備
状
況　
合
併
浄
化
槽（
35
人
槽
）、

床
暖
房（
リ
ビ
ン
グ
・
居
室
）、
対
面
型

キ
ッ
チ
ン
、
暖
房
便
座
ト
イ
レ
、
Ｉ
Ｈ

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
、
電
気
温
水
器
、

脱
衣
所
別
シ
ャ
ワ
ー
付
き
ユ
ニ
ッ
ト
バ

ス
、
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

２
台
、
屋
外
倉
庫

■
入
居
の
条
件　
同
居
す
る
親
族
が
あ

り
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
こ
と
。
所
得
が
一
定

額
以
上
な
ど
の
基
準
に
合
う
人
。
犬
、

猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
。

■
家
賃　
３
万
５
０
０
０
円
／
月（
減

額
制
度
あ
り
）

■
敷
金　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
し
込
み　
２
月
３
日（
月
）～
28
日

（
金
）に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
添
付
書
類（
納
税
証
明
書
、
所

得
証
明
書
な
ど
）を
添
え
て
、
郵
送（
当

日
必
着
）ま
た
は
直
接
、
美
麻
支
所
産

業
建
設
係
へ
。

※
募
集
要
項
・
申
込
書
な
ど
の
必
要
書

類
は
市
美
麻
支
所
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
で
き
ま
す

■
入
居
決
定
日　
３
月
中
旬

※
大
町
市
定
住
促
進
住
宅
入
居
者
選
考

委
員
会
の
選
考
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

■
入
居
の
時
期　
入
居
可
能
日
か
ら
30
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募集

募集

お知らせ

お知らせ
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

須
沼　
防
災
資
器
材
備
品

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
、
須
沼
自
主
防
災
会
で
は
、
投

光
器
と
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　
近
年
頻
発
す
る
災
害
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
、
地
域
の
住
民
に
よ
る
防
災
意

識
の
高
揚
と
万
一
に
備
え
て
の
行
動
、

役
割
を
確
認
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い

る
防
災
訓
練
の

メ
ニ
ュ
ー
を
増

や
す
な
ど
、
安

心
安
全
な
地
域

づ
く
り
を
目
指

し
、
防
災
活
動

の
充
実
を
図
り

ま
す
。

大
町
市
消
防
団

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ

る「
地
域
活
動
助
成
事
業
」を
活
用
し
、

（
公
財
）長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
よ
り

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
有
事
の
際
の
夜
間
活
動
に
お
け
る
団

員
の
安
全
確

保
や
作
業
な

ど
の
迅
速
・

確
実
な
行
動

が
行
え
る
よ

う
、
消
防
団

各
詰
所
に
配

備
し
、
消
防

団
の
活
動
を

支
え
て
く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
□市
内
線
８
３
０

白
馬
長
野
有
料
道
路
が

無
料
開
放
と
な
り
ま
す

■
無
料
開
放
日
時

２
月
16
日（
日
）午
前
０
時

　
移
住
定
住
促
進
係
の
窓
口
で
購
入
し

た
白
馬
長
野
有
料
道
路
の
回
数
通
行
券

は
払
い
戻
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
長
野
県
道
路
公
社
本
社
お
よ
び
白
馬

長
野
有
料
道
路
管
理
事
務
所
で
購
入
さ

れ
た
未
利
用
の
回
数
通
行
券
は
、
無
料

開
放
日
以
降
に
払
い
戻
し
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
長
野
道
路
公
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
産
業
課
移
住
定
住
促
進
係

℡
□市
内
線
５
３
１

信
濃
大
町
駅
前
と
仁
科
町

駐
車
場
の
定
期
利
用
者

　
市
営
駅
前
駐
車
場
と
市
営
仁
科
町
駐

車
場
の
定
期
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
台
数　

▽
市
営
駅
前
駐
車
場　
70
台

▽
市
営
仁
科
町
駐
車
場　
20
台

■
利
用
期
間　
４
月
１
日
～
令
和
８
年

３
月
31
日
の
一
年
間

■
利
用
料　
４
５
０
０
円
／
月

■
対
象　
通
勤
や
通
学
に
利
用
す
る
人

（
営
業
用
や
車
庫
と
し
て
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
）

■
申
し
込
み　
２
月
３
日（
月
）～
28
日

（
金
）に
、
電
子
申
請
ま
た
は
直
接
、
市

民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係
へ
。
な

お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

▽
電
子
申
請
は
こ
ち
ら
か
ら

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係　

℡
□市
内
線
４
６
３
・
４
６
４

た
か
ね
市
民
農
園（
北
側
）

利
用
者

　
市
で
は
、
土
に
親
し
み
、
農
業
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
農
地
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
な
ら
ど

な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
土
い

じ
り
や
収
穫
の
面
白
さ
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
場
所　
た
か
ね
市
民
農
園
北
エ
リ
ア

（
市
役
所
か
ら
西
に
８
０
０
ｍ
、
観
音

橋
手
前
）

■
募
集
区
間
数　
先
着
19
区
画

■
１
区
間
面
積　
35
～
53
㎡

■
利
用
期
間　
４
～
12
月
末

■
利
用
料　
80
円
／
㎡（
年
額
）

■
申
し
込
み　
農
林
水
産
課
農
業
振
興

係
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
、
同
係
へ
。

■
そ
の
他

▽
ご
自
身
で
耕
作
管
理
が
必
要
で
す
。

▽
冬
越
し
野
菜
や
花
木
の
栽
培
は
で
き

ま
せ
ん
。

▽
販
売
目
的
の
栽
培
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係　
　
　
　
　

℡
□市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

市営駅前駐車場

市営仁科町駐車場
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情報ステーション情報ステーション
nformationI

お知らせ

お知らせ

お知らせ

行
う
団
体

▽
対
象
と
な
る
事
業（
次
の
全
て
に
該

当
す
る
事
業
）

①
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
す
事
業
で

あ
る
こ
と

②
１
回
の
開
催
で
、
お
お
む
ね
５
人
以

上
が
参
加
し
て
い
る
こ
と

③
１
カ
月
に
２
回
以
上
開
催
し
、
開
設

期
間
が
６
カ
月
以
上
で
あ
る
こ
と

④
１
回
の
開
催
時
間
が
原
則
２
時
間
以

上
で
あ
る
こ
と

⑤
市
ま
た
は
ほ
か
の
公
共
施
設
の
別
の

補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※
営
利
の
み
を
目
的
と
す
る
活
動
、
宗

教
活
動
、
政
治
活
動
は
対
象
外
。

■
補
助
の
種
類
と
金
額

▽
開
設
準
備
費（
申
請
初
年
度
の
み
）　

限
度
額
３
万
円

▽
運
営
費　
開
設
１
時
間
に
つ
き
１
０

０
０
円　
限
度
額
年
額
７
万
２
０
０
０

円■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
高
齢
者
・
包
括
支
援
係

℡
□市
内
線
４
１
７
・
４
１
９

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

令
和
７
年
４
月
生

　
も
の
づ
く
り
の
仕
事
を
目
指
す
職
業

訓
練
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
訓
練
期
間　
４
月
３
日（
木
）～
９
月

29
日（
月
）　
６
カ
月
間

■
場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本

（
松
本
市
）

■
募
集
コ
ー
ス
・
定
員

▽
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
技
術
科　
15
人

▽
シ
ー
ト
メ
タ
ル
ク
ラ
フ
ト
科　
12
人

▽
電
気
設
備
技
術
科　
15
人

■
対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
を
し
て
い
る
人

■
受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
と
作
業
服
代
な
ど
は
自

己
負
担

■
申
し
込
み　
３
月
14
日（
金
）ま
で
に

直
接
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
町
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本

℡
０
２
６
３
・
５
８
・
３
３
９
２

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
会

　
在
宅
で
ご
家
族
の
介
護
を
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
の
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
、「
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

会
」を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
春
の
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
す
。

　
新
鮮
な
植
物
に
触
れ
、
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
３
月
４
日（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
受
付　
午
前
９
時
30
分
～

■
会
場　
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ
デ
イ
・
イ
ン
リ

ゾ
ー
ト
信
濃
大
町
く
ろ
よ
ん

■
内
容

▽
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

＊
時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

＊
講
師　
奥
原
ゆ
か
り
さ
ん

（
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ　
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）

▽
昼
食

＊
時
間　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時

■
定
員　
先
着
20
人

■
費
用　
１
６
５
０
円（
昼
食
代
）

お
釣
り
の
な
い
よ
う
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　
２
月
18
日（
火
）ま
で
に
、

電
子
申
請
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
福
祉

課
高
齢
者
・
包
括
支
援
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
高
齢
者
・

包
括
支
援
係

℡
□市
内
線
４
１
７　

介
護
予
防
自
主
活
動
団
体

育
成
補
助
金
事
業
の
説
明
会

　
市
で
は
、
４
月
以
降
に
活
動
を
開
始

す
る
介
護
予
防
自
主
活
動
団
体（
通
い

の
場
）へ
の
補
助
金
交
付
を
希
望
す
る

団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
活
動
中
の
団
体
と
新
た
に
活

動
開
始
を
希
望
し
て
い
る
団
体
を
対
象

に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
３
月
11
日（
火
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場　
大
町
公
民
館
分
室　
講
堂

■
補
助
金
の
概
要　

▽
対
象
と
な
る
団
体

地
域
で
健
康
づ
く
り
活
動
を
自
主
的
に
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https://www.city.omachi.nagano.jp/
市 ＝市役所 TEL・有線22-0420／FAX23-4304

電話のかけ間違いにご注意ください

大町市役所 0261-22-0420
お知らせ

お知らせ

お知らせ
行
政
書
士
無
料
相
談
会

　
県
行
政
書
士
会
で
は
、
２
月
22
日
を

「
行
政
書
士
記
念
日
」と
定
め
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
に
電
話
で
の
予
約
も
可
能
で
す
。

安
曇
野
会
場

■
日
時　
２
月
20
日（
木
）　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場　
安
曇
野
市
役
所　

２
１
１
～
２
１
４
号
室

大
北
会
場

■
日
時　
２
月
23
日（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
１
・
第
２
会
議
室

共
通
事
項

■
相
談
例

▽
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
相
談

▽
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
種
申

請
の
相
談

▽
外
国
人
の
在
留
資
格
に
関
す
る
相
談

▽
各
種
契
約
書
や
内
容
証
明
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
必
要
書
類
作
成
の
相
談

■
問
い
合
わ
せ

県
行
政
書
士
会
中
信
支
部

℡
０
２
６
３
・
８
７
・
３
７
９
８

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
登
記
無
料
相
談
月
間

　
県
司
法
書
士
会
で
は
、
相
続
登
記
を

促
進
さ
せ
る
た
め
、
毎
年
２
月
を「
相

続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」と
定

め
、
次
の
と
お
り
無
料
で
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

■
期
間　
２
月
３
日（
月
）～
28
日（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■
場
所　
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

■
予
約　
相
談
す
る
司
法
書
士
事
務
所

に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■
相
談
例　

▽
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
て
ど
う
変

わ
っ
た
の
？

▽
実
家
が
相
続
登
記
を
せ
ず
に
空
き
家

と
な
っ
て
い
る

▽
相
続
人
の
中
に
行
方
不
明
の
人
が
い

て
遺
産
分
割
協
議
が
で
き
な
い

▽
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に
つ
い
て

知
り
た
い

▽
遺
言
に
つ
い
て
知
り
た
い

▽
妻（
夫
）に
全
財
産
を
相
続
さ
せ
た
い

が
、
ど
う
す
れ
ば
・
・
・

▽
法
務
局
で
遺
言
書
を
預
か
っ
て
も
ら

え
る
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い

▽
私
が
亡
く
な
っ
た
後
も
妻
が
家
に
住

め
る
よ
う
に
し
た
い　
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
司
法
書
士
会　

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２

昔
の
借
金
を
請
求
さ
れ
た
人

の
緊
急
相
談
会

　
県
司
法
書
士
会
で
は
、
借
金
に
関
す

る
請
求
を
受
け
た
場
合
の
無
料
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
３
月
１
日（
土
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
電
話
相
談

℡
０
１
２
０
・
４
４
８
・
７
８
８

■
面
談
相
談　

▽
会
場　
長
野
県
司
法
書
士
会
館（
長

野
市
妻
科
３
９
９
番
地
）

※
面
談
相
談
は
前
日
ま
で
に
県
司
法
書

士
会
へ
電
話
で
の
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。

■
相
談
例

▽
昔
の
借
金
の
請
求
が
来
た
が
、
払
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か

▽
借
り
た
覚
え
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
借

金
の
請
求
が
来
た

▽
認
知
症
の
親
に
借
金
の
請
求
が
来
て

い
る

■
問
い
合
わ
せ　

▽
県
司
法
書
士
会

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２

▽
法
テ
ラ
ス
な
が
の

℡
０
５
７
０
・
０
７
８
３
２
７
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図書館だより

−新着図書（一般向け）−
ふたご・みつごの安心！ 妊娠・出産・子育てブック
多胎育児の基礎知識と使える制度・ノウハウ［育児］
��������� （一社）日本多胎支援協会／著
観葉植物を枯らさないための本 人気の観葉植物
116種の栽培のヒント［植物］
���������� ヴェロニカ・ピアレス／著

深町貴子／監修　堀口容子／訳
農家が教える耕さない農業 草・ミミズ・微生物が
土を育てる［農業］���������� 農文協／編
日本一わかりやすい革靴の磨き方［ファッション］
���������������� 杉村祐太／著
−新着図書（子ども向け）−

おはしをじょうずにもてるかな［テーブルマナー］
������������� 深見春夫／さく・え
リコーダーがうまくなる［音楽］�� 富永和音／監修
ずかん深海生物のくらし 見ながら学習 調べて納得

［いきもの］����������� 石垣幸二／監修
−２月の推薦図書−

これ一冊でＯＫ！「小１の壁」完全
ガイド　講談社　うなぎママ／著
　「小１の壁」に悩む全ワーママに
捧ぐ！ 時間がない多忙なママもこ
れさえ読んでおけば大丈夫。「小１
の壁」の不安をぜんぶ解消します！
江戸を照らせ 蔦屋重三郎の挑戦　小峰書店　
小前亮／作　中島花野／画
　絵を全力で売る、江戸中に届け
る。それが重三郎の仕事。絵師の
名と作品は、江戸へ、全国へ、ど
こまでも広がっていく。編集者で
あり、本屋・出版社を経営し、喜
多川歌麿や東洲斎写楽を売り出し
た蔦屋重三郎の生涯を描く。
−２月の催し−

おはなしの森����� １日（土）　午前10時30分
おいでえほんのおへや ( 会場は大町児童センター )
������������� ４日（火）　午前11時
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

国営アルプスあづみの公園　おでかけ通信 174
「冬の公園で遊ぼう！」開催中

今年も厳寒期がやってきました。寒い時期だからこそ
外で元気いっぱい遊んで温まりませんか？

アイスデイ
　屋外で寒さを楽しめる、さまざまなイベントを開催！

■開催日　２月１日（土）・２日（日）・８日（土）・９日（日）・
11日（火）

スノー・スライダーで遊ぼう！
　スノーチューブに乗って、雪でできた滑り台を滑ろう♪
■日時　アイスデイ期間
　午前10時～午後３時30分
■場所　デイキャンプ場
■持ち物　手袋　※雨天中止

雪中宝探し
　雪の中に隠されたお宝を探しだそう！
■日時　２月８日（土）・９日（日）
　午前10時～正午
■受付場所　レンタル棟前
■定員　各日50人（当日受付）
■参加費　200円
※雨天中止、積雪状況によっては
　中止、内容の変更あり

【自然体験】歩くスキー体験ツアー
　公園サポーターが案内する歩く
スキー体験ツアー。
■日時　２月８日（土）
　①午前10時～正午　
　②午後１時～３時
■集合場所　インフォメーションセンター
■定員　各回15人（事前申し込み）
※荒天中止、十分な積雪が無い場合は中止

謎解き×脱出ゲーム「クリスタルダンジョンからの脱出」
　エリア内に散りばめられた謎を解き、脱出しよう！
■日時　２月22日（土）～24日（月）
　午前10時～午後４時

　 ▽最終受付　午後３時
■場所　入口広場周辺
■参加費　500円

【共通事項】

▽料金の掲載のないものは無料ですが、入園料は必要で
す（中学生以下無料）。

▽申し込みの掲載がないものは、当日直接ご参加ください。
詳細は、公園管理センター（大町・松川地区）にお問い
合わせください。ホームページでもご確認いただけま
す。一部のイベントは、事前の電話予約も承っています。
https://www.azumino-koen.jp/

■問い合わせ　アルプスあづみの公園管理センター
　（大町・松川地区）　℡21-1212

　まちなかボイス～きらり☆大町人～
　元大町市教育長の牛
越充さん（92歳・常盤）
がたどり着いた「最後
の生涯教育」とは。老々
介護や夫婦の絆をテー
マにお聞きします。

 放送日  ……………………… ９日（日）・12日（水）
■問い合わせ　大町市有線放送　℡・有線22-1297

有線放送２月の番組から

詳細は
ホームページを
ご覧ください。
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２月の有料相談（要予約）

法 律 18日・25日 火曜日 13:00〜16:00 北アルプス
市町村会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =１時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー
●譲ります

▽介護用ポータブルトイレ
　（約７年前に購入、約３年使用、便座ヒーター付き）

���������������� １〜２万円位

▽電子ピアノ
　（2024年に約４万円で購入、約１カ月使用、カシ

オLK526、光ナビゲーションキーボード）�� 応談
●譲ってください
　新規なし

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任におい
て行ってください。「広報おおまち」が届く前に
交渉が成立することがあります。市ホームペー
ジに詳しい情報を載せています。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡□市内線463

２月の納税など
国民健康保険税（普通徴収分）……………………… ２月分
後期高齢者医療保険料（普通徴収分）……………… ２月分
保育料・保育所給食費……………………………… ２月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……………………… ２月分
ケーブルテレビ利用料……………………………… 第２期
上下水道料（偶数月納入地区）……………………… ２月分

納期限は２月28日（金）

２月の無料相談

法 律
（要予約）

４日（火）
13：00〜15：30

市民相談室
（市役所本庁舎１階）

広聴広報係
☎□市 内線 403

担当=小川貴之弁護士 （次回は３月11日　西村誠弁護士）

行 政 26日（水）
9：00〜12：00

第５会議室
（市役所本庁舎 2 階）

行政管理・
コンプライアンス

推進係
☎□市 内線 511

年 金
（要予約）

20日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-25-8100

日本政策金融
公庫（要予約）

20日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女性・男性
（要予約）

13日（木）
10：00〜15：00 子育て・

女性相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策係

☎□市 内線 83027日（木）
9：00〜12：00

育 児
17日（月）

9：30〜11：00
中央保健
センター

中央保健
センタ―

☎ 23-4400女性のからだ
（要予約）

交 通 事 故
（要予約）

27日（木）
10：00〜15：00 大町合同庁舎

北アルプス地域振興局
総務管理課
県民生活係
☎ 23-6502

心 配 ご と
（要予約）

３日・17日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

３日・17日
月曜日

13：00〜15：00
成年後見制度
（要予約）

27日（木）
13：30〜15：30

総合福祉
センター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（要予約）

平日
9：30〜17：00

総合福祉
センター

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

若 年 者
就 職 相 談
（要予約）

20日（木）
13：30〜17：00

第５会議室
（市役所本庁舎 2 階）

商業労政係
☎□市 内線 542

人 権 20日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

ケーブルテレビ２月の番組から

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00
＊源流美麻太鼓35周年記念公演��  ３日〜16日
＊折弁カラオケグランドチャンピオン　プレ大会
　��������������� 10日〜23日
＊流鏑馬太鼓ばち納め����� 17日〜３月２日
＊大町市少年少女合唱団定期演奏会
　�������������� 24日〜３月９日
＊定例記者会見��������� 18日・19日

大町市議会３月定例会　午前10:00開会
＊本会議（生中継）�������� 25日・26日

シャイニングキッズ　毎日放送
午前7:00、午前11:00、午後4:00、午後6:00
＊おおきくなったら（保育園・幼稚園年長さん）

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新）午前6:00、午前8:30、
正午、午後5:00、午後7:00、午後11:00
＊一週間の出来事、市からのお知らせなど
※放送予定を変更する場合があります。ご了承く

ださい。

▽ 番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページをご覧ください。

３月まで引き込み無料
キャンペーン実施中！

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ＤＸ推進係　℡21-3805

譲ります 譲ってください



広報おおまち　2025.2 22

この広報紙は
植物油インキで
印刷しています。

見やすいユニバーサル
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■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

 人の動き 　１月１日現在、（　）内は前月比

　総人口 25,298 （－43）　男 12,347 （－17）　転入 55　出生 3
　世帯数 12,007 （－ 4）　女 12,951 （－26）　転出 56　死亡 44

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

2日（日）
最上整形外科クリニック 上　一 ☎ 23-3300
みどりクリニック 松川村 ☎ 62-5225
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

9日（日）
菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580
若林医院 松川村 ☎ 62-2105
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

11日（火）
小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047
はーぶの里診療所 池田町 ☎ 62-0210
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

16日（日）
平林医院 六九町 ☎ 22-2525
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

23日（日）
横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371
近藤医院 松川村 ☎ 62-9187
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

24日（月）
大町総合病院 高見町 ☎ 22-0415
西森整形外科 松川村 ☎ 61-1700
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
2日（日） にこにこデンタルクリニック 下　一 ☎ 23-5612

9日（日） あづみ病院歯科口腔外科 池田町 ☎ 61-1168

11日（火） 平林歯科医院 東　町 ☎ 22-1149

16日（日） 西澤歯科医院 幸　町 ☎ 22-5091

23日（日） 佐藤歯科医院 相生町 ☎ 23-3211

24日（月） 丸山歯科クリニック 松川村 ☎ 62-0648

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）
2日（日） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025

9日（日） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512

11日（火） れんげ薬局 高見町 ☎ 22-0125

16日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

23日（日） いちご薬局 高見町 ☎ 21-3311

24日（月） れんげ薬局 高見町 ☎ 22-0125

　２月の毎週土曜日の夜に大町温泉郷にて、
迫力満点の太鼓演奏や幻想的な打ち上げ花火、
メッセージキャンドルをお楽しみいただける
イベントを開催します。ぜひご来場ください。

■日時　２月１日・８日・15日・22日
　　　　土曜日　午後８時～

▽１日（土）のみ午後７時30分～　

▽キッチンカーは午後６時30分～
■会場　大町温泉郷観光協会　駐車場
※悪天候などの状況によりイベント内容が変

更・中止となる場合があります。
※鹿島大橋の上からの花火観覧はご遠慮くだ

さい。
※駐車場が限られているため、
　乗り合いでの来場にご協力く
　ださい。
■問い合わせ
　大町温泉郷観光協会　℡22-3038

２月の休日医療情報

第23回
大町温泉郷

夢花火と音の祭典2025

きらり★情報館


